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論文内容の要旨

本論文は、チタン系ラーベス相構造を有する水素吸蔵合金とその応用に関する研究をまとめたものである。高密度

で安全な水素の貯蔵・保持・輸送法として、金属水素化物の形で固形化する方法があるo しかし、既存の TiFe、

LaNi5、Mg2Niなどの合金は水素吸蔵量や反応速度などの水素貯蔵特性や寿命、価格など多くの解決すべき課題が

ある。学位申請者は、実用的な水素吸蔵合金が具備すべき条件を①結晶格子定数、②水素化物生成熱、③結晶性の観

点から定めて新規材料を探索研究した結果、ラーベス相として知られている六方晶系C14型 (MgZn2型、 AB2型)

構造を有する金属間化合物TiMn2を基合金とするある種の合金が、コストパフォーマンスの点で実用上優れた材料

であることを発見した。本論文はその研究開発経緯と得られた知見、更なる高性能化への取り組み、そして新規開発

合金の応用展開についてまとめたものであるo

論文審査の結果の要旨

本論文を上に記載の論文審査委員会で厳正に審査した結果、以下の結論に達した。

本論文は、来る21世紀に到来すると予想されるクリーンエネルギー水素時代に先駆け、第一次オイルショック直後

の昭和49年に圏内で初めて着手し、約25年間推進してきた研究成果をまとめたものである。筆者らは水素の有望な貯

蔵・輸送媒体である水素吸蔵合金にいち早く注目し、研究初期の段階に優れた水素吸蔵特性を有する新規なAB2型

チタン系ラーベス相水素吸蔵合金の開発に成功した。この合金系は広範囲の温度域 (-100
oC--300

0

C)で、多量の水

素(例えば200L/kg)を蓄えることができるo その後、さらなる高性能化研究、低価格化研究などの材料研究と共

に、水素貯蔵容器やニッケル水素蓄電池など多くの応用研究に着手し有効な数多くの知見を得た。また国内外での対

外発表数は本論文末尾に記載のとおり100を超え、出願特許数も300以上であるo これらの成果をもって、水素吸蔵合

金研究に世界で最初に着手した米国ブルックへプン国立研究所に海外留学し多くの成果をあげているo 民生用や電気

自動車用ニッケル水素蓄電池の製造販売で目本が世界をリードするまで成長したことにも見られるように、筆者らの

研究成果や学協会活動は日本の本分野の発展に大いに貢献しているo

以上のように、本論文は新規性、進歩性を有し、かつ化学・物理学における関連学問分野、特に新エネルギ一関連
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材料分野のグローパルな発展に大いに貢献している。また、本論文に記載の研究プロセスは昨今の情報技術(IT)

やバイオ分野が勢いを持つ時代に、地球環境関連の材料系技術者に活力を与え、鼓舞するのに寄与する研究であるo

よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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